
まえがき＝現在普及している太陽エネルギを利用するシ
ステムとして，太陽光線を電気に直接変換して利用する
太陽光発電システムと太陽熱を集熱して利用する太陽熱
温水器（ソーラーシステム）の 2通りが一般に知られて
いる。従来，両者はそれぞれ独立したシステムとして住
宅などに設置されてきた。このうち太陽光発電における
太陽エネルギの利用率は高々 10 数％程度にとどまり，残
りの約 80％超のエネルギは利用されることなく大気中
に熱として捨てられている1）。
　筆者らは，太陽光発電システムの経済性を向上させる
ため，従来利用されていなかった熱を回収し，補助熱源
として利用する太陽光発電と太陽熱回収を同時におこな
うシステムについてこれまで検討してきた1），2）。そこで，
現在急速に普及している個別住宅向け建材一体型太陽電
池に着目し，従来の建材一体型太陽光発電システムの特
徴を損ねることなく，住宅の熱需要に見合った量の熱回
収をおこなう電熱併給型ハイブリッドシステムを考案し
試作した。
　本システムでは，太陽電池を屋根に固定する型材の中
に伝熱管を収納していることが第一の特徴となってい
る。これにより水漏れなどの不具合にも容易に対処でき
るとともに，屋根としての美観性を損ねることなく省ス
ペースで発電と熱回収を同時に実現している。
　本報告では，発電量 1kWおよび 3kWの発電システム
に熱回収システムを組込んだ装置のフィールド試験結果
および本システムの集熱特性，年間集熱量予測について
説明する。

1．システム概要

1．1　本システムの概要

　本電熱併給システムでは，太陽熱エネルギを個別住宅
向け補助熱源として利用することを目的とし，第 1図に
示すようなシステム構成を想定している。本システムで
は，循環ポンプをなくすため水道の元圧を利用して水道
水を熱回収部に送水する。水道水は，屋根上に配置され
た各伝熱管を 1パスで流れ，温水となって一度地上のタ
ンクに貯湯される。この温水は，必要に応じ浴槽に供給

されるシステムとなっている。当然のことながら太陽エ
ネルギは安定した熱源ではないため，他の太陽熱利用シ
ステムと同様に，本システムにおいても主熱源として他
の熱源を装備する必要がある。
　本研究では，住宅向けシステムであることを考慮し，
システムの回収熱エネルギ量を一日あたり 20MJ とし



伝熱管にはチタン製直管を使用しており，水抜け性も良
好で冬場の凍結防止と，長期信頼性がえられる。
　また，本システムでは，水道の元圧を直接利用すること
で循環ポンプの動力を不要とし，1パスでの加熱を実現
している。はからずも水漏れが生じた時には，水が型材内
を流れて軒から排水されるため，屋根を構成する野地板
を濡らすこともなく，メンÅ ンスが必要な場合にも太
陽電池を取外すことなくメンÅ ンスが可能である。

2．伝熱評価試験

2．1　伝熱試験装置

　本フィールド試験では主に集熱特性を調べた。まず，
本システムの熱回収量を予測する伝熱モデルを作成する
ため，第 2図と第 3図に示した異なる断面構造を持つ熱
回収システムを模擬屋根上に設置し，対照実験をおこな
った。
　第 2図では，カバー表面からの熱回収と太陽電池から
の熱回収両方がおこなわれ，鋳本ゴ 陽電池 2．きン桶 蟱°なる断面構造ァ熱



での夏季に測定をおこなった。カバーについては，太陽
光発電システム本来の外観を損ねない程度の幅である
75mmとした。
2．3　伝熱試験結果

　本システムにおける対照実験結果を第 5図に示す。第
5図では 3kWの太陽光発電システムを想定し，測定され
た一日の集熱量に対して 7倍（型材 7列分）したものを
縦軸に示した。また，横軸には測定された各日のデータ
を並べた。各日のデータについて太陽電池設置面とカ
バーから回収される熱量を A，カバーのみから直接回収
される熱量を B，太陽電池設置面のみから回収される熱，太陽店置妙琶' きとしち窃楛 第5図



3．本システムの年間熱回収性能の予測

3．1　解析モデルの構築

　本システムについての解析モデルの概念図を第8図に
示す。本いての厭






